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これまで我々は、高分子フィルムを焼成し生成された PGS グラファイトシート[1]の高い柔軟性

に着目し、グラファイトシートを用いた歪センサの作製を行ってきた[2]。更に、この歪センサを

用いて作製したウェアラブルデバイスにより、指関節の複雑な動作のモニタリングが可能である

ことを報告してきた[2, 3]。今回我々は、グラファイト歪センサの楽器演奏評価システムとしての

応用を追究するため、ギターを演奏したときの指関節動作のモニタリングについて検討を行った。 

はじめに、厚さが 0.62 mm の伸縮性のあるアクリル系の両面テープを、長さ 3 cm、幅 3.5 mm

に切りだす。次に、この両面テープを 3 cm 伸ばした状態で、厚さ 17 μmの PGS グラファイトシ

ートを機械的剥離法を用いて転写することで、薄膜グラファイト歪センサを作製した。最後に、

この歪センサをゴムグローブの人指し指、中指、薬指、小指の第二関節にあたる部分に貼り付け、

指の動きをモニタリングするグローブ型のウェアラブルデバイスを作製した。このグローブ型デ

バイスを左手に装着し、ギター演奏時のそれぞれの歪センサの電気的特性の測定を行った。    

図 1(a)-(d)に示した「C‒Am‒F‒G」のコード進行でギターを演奏したときの、指の動作に対するそ

れぞれの歪センサの抵抗変化を図 2 に示す。図 2 より、それぞれのコードを押さえる指の動きに

応じた抵抗値の変化が確認された。このことから、薄膜グラファイト歪センサを用いて作製した

グローブ型デバイスを装着することで、楽器演奏を行った際の指の動きをモニタリングすること

が可能であることが示された。以上のことから、今回作製したウェアラブルデバイスは、楽器演

奏の評価や解析、演奏指導や、演奏時のデータを利用したロボットによる自動演奏システムとし

ての応用が期待される。 
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Fig. 2 Resistance of thin graphite films 

versus time data for guitar playing. 

Figs. 1 (a)-(d) Photograph of guitar chords. 
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